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マーケティング・コンサルタント
株式会社ジャパンライフデザイン
システムズ代表取締役社長

1942年京都生まれ。武蔵野美術大学造形学部産業デザイン学科卒業。
立命館大学大学院経営管理研究科感性型マーケティング担当教授（2003年4
月～2013年3月）／客員教授（2013年4月～2020年3月）、東京都市大学都市生
活学部創学アドバイザー・客員教授（2009年4月～2013年3月）、武蔵野美術大
学評議員（2015年4月～現在に至る）、桑沢デザイン研究所デザイン専攻学科
ワンデーミッション講師（2010年4月～現在に至る）
生命、生活、人生の在り方を問う「ライフデザイン」を企業理念そのものとし、地
球と個人の時代を見据えて常に次なるニューモデルを提示し続ける。コンセプ
ト・プロデュースから経営コンサルテーション、企業戦略立案、地域活性計画ま
で幅広く活動。日本小売業協会生活者委員会コーディネーター、日本デザイン
コンサルタント協会・副代表理事、石垣市観光アドバイザー等務める。
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マーチャンダイジング発想法／サバイバルマーケティング 売る。売らな
い。／コンセプト100／第３の感性／一週間の波／旅立てジャック／ミ
ラー・ソサエティ／地球人／24時革命／眼力／大観光産業時代／生命
力／ザ・貴族／メディアショップ／時の料理人／雑・オーライ！／道楽ハ
地球ヲ目指ス／個人的な理由／地球都市／コンセプト市場／美の戦略
／21世紀への階段／ 10代スキキライ白書／見えざる手／お客様第一主
義／顧客満足的中率／お客様創造主義／時代は「内に向く」／京都の
発想／ポリシーとスタイル／直観の原則／発想の画帖／繭族アリス／顧
客速度／ホームクリエーションの時代／個客ジャーナリズム／「超」の方
程式／パラダイムの予言／新しい物差し／楽習の市場／感動商品ヒット
117／「遊び」力をつける／CSミサワホームの挑戦／カスタマーソリュー
ション／企業経営とデザイン／デジタル感性／ライフスタイル市場　など

谷口正和 著

原点に立ち返り、コンセプトと共に再出発せよ！
生活者と併走しReスタートすることを後押しする一冊。
本書は谷口正和がこれまでに出版してきた100冊近くの書籍の中から、次の戦略として残す
べき要素を“コンセプト虎の巻”として整理したもの。新たな社会に向けてゼロベースで
スタートを切ろうという時こそ、コアとなるものは何かを改めて問いかけることが重要となる。
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谷口正和
Masakazu  Taniguchi

As the world goes through seismic 
changes, it is essential to shake off 
conventional values and stereotypes 
and go back to the beginning, asking 
ourselves, ‘What do we really need?’ 
and ‘What is the true nature of life?’ 
We need to get rid of everything that 
is superfluous and get back to basics. 
That is why we have to redefine con-
cepts. The most important thing in 
the corporate world is concepts. 
Rather than just haphazardly con-
tinuing on with conventional busi-
ness, the time is ripe to take another 
look at our mission and to shift to 
becoming a thinking structure. In 
order to do that, we must always be 
progressing hand in hand with con-
cepts and this will lead to the evo-
lution of companies.
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